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第４節 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持並びに河川環境

の整備と保全に関する事項 

 

  常呂川は、農業用水 や水道用水と しての 利用や、豊かな自然 が残る貴重な

水辺 空間として地 域の産 業と生活を支 える川 となっている。その ため、現状

の水 環境を将来に わたっ て保全する必 要があ ることから、流水の 正常な機能

の 維 持 に 関 し て は 、 今 後 と も 、 流 況、 水 利 用 に 関 す る 調 査 を 引 き 続 き 行 い 、

利水 の現況、動植物の保 護、流水の清潔の保 持等を考慮し て、現況流況 の維

持に 努めるものと する。  

  河 川 環 境 に 関 し て は 、 常 呂 川 が 多 様な 動 植 物 の 生 息 ･生 育 ・ 繁 殖 の 場 と し

て良 好な河川環境 である ことを踏まえ、工事 の実施に当た っては、汚 濁水の

防 止 、 瀬 や 淵 お よ び 河 岸 植 生 の 保 全 ･復 元 を 図 り 、 環 境 へ の 影 響 を 極 力 低 減

する ように努める 。  

  また、特定外来生物 等の新たな侵 入や分 布拡大防止の ため、河川 環境に関

す る 情 報 を 適 切 に モ ニ タ リ ン グ し 、地 域 と 連 携 し な が ら 拡 大 防 止 に 努 め る 。 

  更に、地域住民が常 呂川の豊かな 自然環 境とふれあう ことが できる場を提

供す るなど、水辺 に親し みやすい川づ くりを 進めるものと する。  

 

（ 1）ポンニコロ川  

河 川 の適 正な 利用 およ び 流水 の正 常な 機能 の 維持 に関 して は、 水 量や 水質

調 査 、河 川パ トロ ール 、 聞き 取り 等に より、 状況 の把 握に 努め る とと もに、

こ れ まで に渇 水に よる 深 刻な 被害 が生 じてお らず 、か んが い用 水 の利 用も許

可 水 利に 基づ いた 適正 な 取水 が行 われ ている こと を踏 まえ 、今 後 も地 域住民

や 関 係機 関と 連携 し、 こ の状 態を 維持 するも のと する 。な お、 異 常渇 水時に

は 、 関係 機関 と連 携し 、 必要 に応 じて 利水関 係者 間の 利用 調整 に 努め る。流

水 の 正常 な機 能の 維持 に 必要 な流 量に ついて は、 引き 続き デー タ の蓄 積に努

め、 今後さらに検 討を行 う。  

水 質 に関 して は、 現在 の 水量 や水 質に 著し い 影響 を与 えな いよ う 適切 な把

握 に 努め 、現 状の 水質 を 悪化 させ る要 因が認 めら れる 場合 は、 そ の水 質改善

につ いて関係機関 と調整 を図る。  

河 川 環 境 の 整 備 と 保 全 に 関 し て は 、 当 該河 川 で 確 認 さ れ て い る 動 植 物 、 特

にサ クラマス (ヤマ メ )の生 息や生育・産卵環境 等に配慮し 、既設落 差工を撤去

し 縦 断 的 な 連 続 性 を 確 保 す る 。 河 床 部 に おい て は 瀬 と 淵 が 形 成 さ れ る 様 、 固

定し ないものとし 、良好 な河川環境の 保全に 努める。  
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（ 2）ルクシニコロ川  

河 川 の適 正な 利用 およ び 流水 の正 常な 機能 の 維持 に関 して は、 水 量や 水質

調 査 、河 川パ トロ ール 、 聞き 取り 等に より、 状況 の把 握に 努め る とと もに、

こ れ まで に渇 水に よる 深 刻な 被害 が生 じてお らず 、か んが い用 水 の利 用も許

可 水 利に 基づ いた 適正 な 取水 が行 われ ている こと を踏 まえ 、今 後 も地 域住民

や 関 係機 関と 連携 し、 こ の状 態を 維持 するも のと する 。な お、 異 常渇 水時に

は 、 関係 機関 と連 携し 、 必要 に応 じて 利水関 係者 間の 利用 調整 に 努め る。流

水 の 正常 な機 能の 維持 に 必要 な流 量に ついて は、 引き 続き デー タ の蓄 積に努

め、 今後さらに検 討を行 う。  

水 質 に関 して は、 現在 の 水量 や水 質に 著し い 影響 を与 えな いよ う 適切 な把

握 に 努め 、現 状の 水質 を 悪化 させ る要 因が認 めら れる 場合 は、 そ の水 質改善

につ いて関係機関 と調整 を図る。  

河 川 環境 の整 備と 保全 に 関し ては 、当 該河 川 で確 認さ れて いる 動 植物 、特

に サ ク ラ マ ス (ヤ マ メ )の 生 息 や 生 育 ・ 産 卵環 境 等 に 配 慮 し 、 既 設 落 差 工 を 撤

去 し 縦断 的な 連続 性を 確 保す る。 河床 部にお いて は瀬 と淵 が形 成 され る様、

固定 しないものと し、良 好な河川環境 の保全 に努める。  

 

（ 3）小石川  

河 川 の適 正な 利用 及び 流 水の 正常 な機 能の 維 持に 関し ては 、水 量 や水 質調

査 、 河川 パト ロー ル、 聞 き取 り等 により、 状 況の 把握 に努 める と とも に、水

利 用 はさ れて いな いが 、 動植 物の 保護 や流水 の清 潔の 保持 、景 観 、人 と河川

と の 豊か なふ れあ いの 確 保等 に配 慮し 、現在 の水 量に 著し い影 響 を与 えない

よ う に努 める もの とす る 。流 水の 正常 な機能 の維 持に 必要 な流 量 つい ては、

引き 続きデータの 蓄積に 努め今後さら に検討 を行う。  

水 質 に関 して は、 現在 の 水質 に著 しい 影響 を 与え ない よう 適切 な 把握 に努

め 、 現状 の水 質を 悪化 さ せる 要因 が認めら れ る場 合は 、そ の水 質 改善 につい

て関 係機関と調整 を図る 。  

河 川 環境 の整 備と 保全 に 関し ては 、当 該河 川 で確 認さ れて いる 動 植物 、特

に エ ゾカ ミキ リや サク ラ マス （ヤ マメ ）の生 息や 生育 ・繁 殖環 境 に配 慮し、

良好 な河川環境の 保全に 努めると共に 、「北見 市東部地区か わまち づくり」計

画と 連携を図り、 まちづ くりに配慮し た河川 空間の創出に 努める 。  
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（ 4）無加川  

河 川 の適 正な 利用 及び 流 水の 正常 な機 能の 維 持に 関し ては 、水 量 や水 質調

査 、 河川 パト ロー ル、 聞 き取 り等 により、 状 況の 把握 に努 める と とも に、こ

れ ま でに 渇水 によ る深 刻 な被 害が 生じ ておら ず、 工業 用水 、か ん がい 用水の

利 用 も許 可水 利に 基づ い た適 正な 取水 が行わ れて いる こと を踏 ま え、 今後も

地 域 住民 や関 係機 関と 連 携し 、こ の状 態を維 持す るも のと する 。 なお 、異常

渇 水 時に は、 関係 機関 と 連携 し、 必要 に応じ て利 水関 係者 間の 利 用調 整に努

め る 。流 水の 正常 な機 能 の維 持に 必要 な流量 につ いて は、 引き 続 きデ ータの

蓄積 に努め今後さ らに検 討を行う。  

水 質 に関 して は、 現在 の 水量 や水 質に 著し い 影響 を与 えな いよ う 適切 な把

握 に 努め 、現 状の 水質 を 悪化 させ る要 因が認 めら れる 場合 は、 そ の水 質改善

につ いて関係機関 と調整 を図る。  

河 川 環境 の整 備と 保全 に 関し ては 、当 該河 川 で確 認さ れて いる 動 植物 、特

に サ クラ マス （ヤ マメ ） の生 息や 生育・産 卵 環境 等に 配慮 し、 良 好な 河川環

境 の 保全 に努 める 。ま た 、河 川と 河川周辺 の 田園 地帯 との 景観 の 調和 に努め

つ つ 、高 水敷 利用 され て いる こと から 公園 計 画と 連携 を図 り、 公 園と 河川が

一体 化した河川空 間の創 出に努める。  

 

（ 5）小町川  

河 川 の適 正な 利用 及び 流 水の 正常 な機 能の 維 持に 関し ては 、水 量 や水 質調

査 、 河川 パト ロー ル、 聞 き取 り等 によ り、状 況の 把握 に努 める と とも に、水

利 用 はさ れて いな いが 、 動植 物の 保護 や流水 の清 潔、 景観 、人 と 河川 との豊

か な ふれ あい の確 保等 に 配慮 し、 現在 の水量 に著 しい 影響 を与 え ない ように

努 め るも のと する 。流 水 の正 常な 機能 の維持 に必 要な 流量 につ い ては 、引き

続き データの蓄積 に努め 今後さらに検 討を行 う。  

水 質 に関 して は、 現在 の 水質 に著 しい 影響 を 与え ない よう 適切 な 把握 に努

め 、 現状 の水 質を 悪化 さ せる 要因 が認 められ る場 合は 、そ の水 質 改善 につい

て関 係機関と調整 を図る 。  

河 川 環境 の整 備と 保全 に 関し ては 、当 該河 川 で確 認さ れて いる 動 植物 、特

に サ クラ マス （ヤ マメ ） の生 息や 生育 ・産卵 環境 等に 配慮 し、 良 好な 河川環

境の 保全に努める 。  
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（ 6）パンケビバウシ川  

河 川 の適 正な 利用 及び 流 水の 正常 な機 能の 維 持に 関し ては 、水 量 や水 質調

査 、 河川 パト ロー ル、 聞 き取 り等 によ り、状 況の 把握 に努 める と とも に、こ

れ ま でに 渇水 によ る深 刻 な被 害が 生じ ておら ず、 水利 用は され て いな いが、

動 植 物の 保護 や流 水の 清 潔、 景観 、人 と河川 との 豊か なふ れあ い の確 保など

に 配 慮し 、今 後も 地域 住 民や 関係 機関 と連携 し、 この 状態 を維 持 する ものと

す る 。流 水の 正常 な機 能 の維 持に 必要 な流量 につ いて は、 引き 続 きデ ータの

蓄積 に努め今後さ らに検 討を行う。  

水 質 に関 して は、 現在 の 水量 や水 質に 著し い 影響 を与 えな いよ う 適切 な把

握 に 努め 、現 状の 水質 を 悪化 させ る要 因が認 めら れる 場合 は、 そ の水 質改善

につ いて関係機関 と調整 を図る。  

河 川 環境 の整 備と 保全 に 関し ては 、当 該河 川 で確 認さ れて いる 動 植物 、特

に サ クラ マス （ヤ マメ ） の生 息や 生育 ・産卵 環境 等に 配慮 し、 現 況河 床を保

全す ることで良好 な河川 環境の保全に 努める 。  

 

（ 7）ペンケビバウシ川  

河 川 の適 正な 利用 及び 流 水の 正常 な機 能の 維 持に 関し ては 、水 量 や水 質調

査 、 河川 パト ロー ル、 聞 き取 り等 によ り、状 況の 把握 に努 める と とも に、こ

れ ま でに 渇水 によ る深 刻 な被 害が 生じ ておら ず、 かん がい 用水 の 利用 も許可

水 利 に基 づい た適 正な 取 水が 行わ れて いるこ とを 踏ま え、 今後 も 地域 住民や

関 係 機関 と連 携し 、こ の 状態 を維 持す るもの とす る。 流水 の正 常 な機 能の維

持 に 必要 な流 量に つい て は、 引き 続き データ の蓄 積に 努め 今後 さ らに 検討を

行う 。  

水 質 に関 して は、 現在 の 水量 や水 質に 著し い 影響 を与 えな いよ う 適切 な把

握 に 努め 、現 状の 水質 を 悪化 させ る要 因が認 めら れる 場合 は、 そ の水 質改善

につ いて関係機関 と調整 を図る。  

河 川 環境 の整 備と 創出 に 関し ては 、当 該河 川 で確 認さ れて いる 植 物に 配慮

す る とと もに 、瀬 ・淵 を 創出 する こと で魚 類 の生 息や 生育 ・産 卵 環境 等に配

慮し 、良好な河川 環境の 創出に努める 。  
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（ 8）訓子府川  

河 川 の適 正な 利用 及び 流 水の 正常 な機 能の 維 持に 関し ては 、水 量 や水 質調

査 、 河川 パト ロー ル、 聞 き取 り等 によ り、状 況の 把握 に努 める と とも に、こ

れ ま でに 渇水 によ る深 刻 な被 害が 生じ ておら ず、 かん がい 用水 の 利用 も許可

水 利 に基 づい た適 正な 取 水が 行わ れて いるこ とを 踏ま え、 今後 も 地域 住民や

関係 機関と連携し 、この 状態を維持す るもの とする。なお、異常 渇水時には、

関 係 機関 と連 携し 、必 要 に応 じて 利水 関係者 間の 利用 調整 に努 め る。 流水の

正 常 な機 能の 維持 に必 要 な流 量に つい ては、 引き 続き デー タの 蓄 積に 努め今

後さ らに検討を行 う。  

水 質 に関 して は、 現在 の 水量 や水 質に 著し い 影響 を与 えな いよ う 適切 な把

握 に 努め 、現 状の 水質 を 悪化 させ る要 因が認 めら れる 場合 は、 そ の水 質改善

につ いて関係機関 と調整 を図る。  

河 川 環境 の整 備と 保全 に 関し ては 、当 該河 川 で確 認さ れて いる 動 植物 、特

に サ クラ マス （ヤ マメ ） の生 息や 生育 ・産卵 環境 等に 配慮 し、 現 況河 床を保

全す ることで良好 な河川 環境の保全に 努める 。  
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第３章 河川整備の実施に関する事項 

 

第１節 河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川工事の施

行により設置される河川管理施設の機能の概要 

 

圏域 における河川 整備の 目標を実現す るため の具体的な方 策とし て、計

画的 な河川整備を 施行す る河川は、以 下のと おりである。  

 

（ 1）ポンニコロ川  

 

（河 川工事の目的 ）  

ポン ニコロ川は、仁頃川 合流点から松 月橋下 流地点までの 区間に おいて、

平 成 18 年 10 月に発生し た洪水を踏ま え、河 道の掘削を行 うこと で流下能

力の 確保を図り、 洪水氾 濫を防止する 。  

 

（河 川工事の種類 ）  

河道 の掘削、護岸 の設置 等  

 

（施 行区間）  

仁頃 川合流点から 松月橋 下流地点まで の延 長 L=6.1km 区間  

 

（河 川工事の施行 により 設置される河川管理 施設の機能の 概要）  

代表 地点における 計画高 水位および川 幅等に ついては附図 に示す 。  

 

（河 川工事の実施 に伴う 配慮事項）  

河川 工事の実施 にあたっ ては、現況河床や河 畔林の保全 及び施行 区間で

確認 されている 動植物、 特にサクラマス (ヤマメ )の生息 や生育環 境等に配

慮し 、良好な河川 環境の 保全に努める 。  

縦断 方向の連 続性を確保 するために、既設落 差工は撤 去するが、 急勾配

とな るため、河床 低下を 抑制するため の対策 を行う。  

既設 落差工の良好 な環境 を保全するた め、計画 上問題のない部分 を残し、

現況 の保全に努め る。  
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（ 2）ルクシニコロ川  

 

（河 川工事の目的 ）  

ルク シニコロ川 は、仁頃 川合流点か らクトン ニコロ川合 流点まで の区間

にお いて、平 成 18 年 10 月に 発生した洪水 を踏まえ、河 道の掘 削を行うこ

とで 流下能力の確 保を図 り、洪水氾濫 を防止 する。  

 

（河 川工事の種類 ）  

河道 の掘削、護岸 の設置 等  

 

（施 行区間）  

仁頃 川合流点から クトン ニコロ川合流 点まで の延長 L=5.6km 区間  

 

（河 川工事の施行 により 設置される河川管理 施設の機能の 概要）  

代表 地点における 計画高 水位および川 幅等に ついては附図 に示す 。  

 

（河 川工事の実施 に伴う 配慮事項）  

河川 工事の実施 にあたっ ては、現況河床や河 畔林の保全 、在来植 生の回

復、 瀬や淵の再 生及び施 行区間で確認されて いる動植物 、特にサ クラマス

（ヤ マメ）の生息や生育 環境等に配慮 し、良好な河 川環境の保全 に努める。  

縦断 方向の連 続性を確保 するため に、既設落 差工は撤 去するが、 急勾配

とな るため、河床 低下を 抑制するため の対策 を行う。  

落差 工の改築に ついては 、縦断方向の連続性 を確保する ために、 魚道工

を設 置し、魚類の 生息環 境に配慮する 。  

既設 落差工の良好 な環境 を保全するた め、計画上 問題のない部分 を残し、

現況 の保全に努め る。  
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（ 3）小石川  

 

（河 川工事の目的 ）  

小石 川は、トンネル河川 区間上流から第 18 号橋までの 区間におい て、昭

和 61 年 8 月に 発生した洪 水を踏まえ 、現況河 道拡幅による 改修を 基本とし 、

河道 の掘削や堤 防の整備 を行うことで流下能 力の確保等 を図り、 洪水氾濫

を防 止する。  

 

（河 川工事の種類 ）  

堤防 の整備、河道 の掘削 、護岸の設置 等  

 

（施 行区間）  

トン ネル河川区間 上流か ら第 18 号橋までの 延長 L=1.6km 区間  

 

（河 川工事の施行 により 設置される河川管理 施設の機能の 概要）  

代表 地点における 計画高 水位及び川幅 等につ いては附図に 示す。  

 

（河 川工事の実施 に伴う 配慮事項）  

河川 工事の実施 にあたっ ては、現況河床の保 全や施行区 間で確認 されて

いる 動植物、特 にエゾカ ミキリの生息や生育 環境等に配 慮し、良 好な河川

環境 の保全に努め る。  

また 、「北見 市東部地区か わまちづくり 」計画 と連携を図り 、まち づくり

に配 慮した河川空 間の創 出に努める。  
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（ 4）無加川  

 

（河 川工事の目的 ）  

無加 川は、相内川合流点 から滝の湯橋 上流ま での区間にお いて、昭 和 37

年８ 月に発生し た洪水を 踏まえ、河道の掘削 や堤防の整 備等を行 うことで

流下 能力の確保を 図り、 洪水氾濫を防 止する 。  

 

（河 川工事の種類 ）  

堤防 の整備、河道 の掘削 、護岸の設置 等  

 

（施 行区間）  

相内 川合流点から 滝の湯 橋上流までの 延長 L＝ 32.4 ㎞区間  

 

（河 川工事の施行 により 設置される河川管理 施設の機能の 概要）  

代表 地点における 計画高 水位及び川幅 等につ いては附図に 示す。  

 

（河 川工事の実施 に伴う 配慮事項）  

河川 工事の実施 にあたっ ては、現況河床の保 全や施行区 間で確認 されて

いる 動植物、特 にサクラ マス (ヤマメ )の生息 や生育環境 等に配慮 し、良好

な河 川環境の保 全に努め 、必要に応じ、河床 低下を抑制 するため の対策を

行う 。  

また 、河川と河 川周辺の 田園地帯との景観の 調和に努め つつ、高 水敷の

空間 利用等、市 町村にお ける公園計画と連携 をとり、公 園と河川 が一体化

した 河川空間の創 出に努 める。  
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（ 5）小町川  

 

（河 川工事の目的 ）  

小町 川は、無加 川合流点 から川添橋 上流まで の区間にお いて、近 年の出

水状 況を踏まえ 、河道の 掘削や遊水 地の整備 を行うこと で流下能 力の確保

を図 り、洪水氾濫 を防止 する。  

 

（河 川工事の種類 ）  

遊水 地の整備、河 道の掘 削、護岸の設置等  

 

（施 行区間）  

無加 川合流点から 川添橋 上流までの延 長 L=4.8km 区間  

 

（河 川工事の施行 により 設置される河川管理 施設の機能の 概要）  

代表 地点における 計画高 水位および川 幅等に ついては附図 に示す 。  

 

（河 川工事の実施 に伴う 配慮事項）  

河川 工事の実施 にあたっ ては、現況河床の保 全や施行区 間で確認 されて

いる 動植物、特 にサクラ マス (ヤマメ )の生息 や生育環境 等に配慮 し、良好

な河 川環境の保全 に努め る。  

 

（ 6）パンケビバウシ川  

 

（河 川工事の目的 ）  

パン ケビバウシ 川は、無 加川合流点 から門馬 橋までの区 間におい て、近

年の 出水状況を 踏まえ、 河道の掘削を行うこ とで流下能 力の確保 を図り、

洪水 氾濫を防止す る。  

 

（河 川工事の種類 ）  

河道 の掘削、護岸 の設置 等  

 

（施 行区間）  

無加 川合流点から 門馬橋 までの延 長 L=4.3km 区間  

 

（河 川工事の施行 により 設置される河 川管理 施設の機能の 概要）  

代表 地点における 計画高 水位及び川幅 等につ いては附図に 示す。  

 

（河 川工事の実施 に伴う 配慮事項）  

河川 工事の実施に あたっ ては、現況河 床の保 全や施工区間 で確認 されて

いる 動植物、特にサクラ マス（ヤ マメ）の生 息や生育環境 等に配 慮し、良

好な 河川環境の保 全に努 める。  

落差 工の改築に ついては 、縦断方向の連続性 を確保する ために、 魚道工

を設 置し、魚類の 生息環 境に配慮する 。  

既設 落差工の撤去 につい ては、河床低 下を抑 制するための 対策を 行う。  
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（ 7）ペンケビバウシ川  

 

（河 川工事の目的 ）  

ペン ケビバウシ川 は、西 通橋から 南 1 線の無 名橋までの区 間にお いて、

昭 和 50 年 8 月に発生し た洪水を踏ま え、新水 路の掘削や堤防の 整備等を行

うこ とで流下能力 の確保 を図り、洪水 氾濫を 防止する。  

 

（河 川工事の種類 ）  

河道 の掘削、護岸 の設置 等  

 

（施 行区間）  

西通 橋から南 1 線 の無名 橋までの延 長 L＝ 1.6 ㎞ の区間  

 

（河 川工事の施行 により 設置される河川管理 施設の機能の 概要）  

代表 地点における 計画高 水位及び川幅 等につ いては附図に 示す。  

 

（河 川工事の実施 に伴う 配慮事項）  

河川 工事の実施に あたっ ては、動植物の生息 や生育環境の 創出に 努める。 

 

（ 8）訓子府川  

 

（河 川工事の目的 ）  

訓子 府川は、弥生頭首工 から道道 261 号の仲 の沢橋までの 区間に おいて、

平 成 28 年 8 月に発生し た洪水を踏ま え、河道 の掘削を行うこと で流下能力

の確 保を図り、洪 水氾濫 を防止する。  

 

（河 川工事の種類 ）  

河道 の掘削、護岸 の設置 等  

 

（施 行区間）  

弥生 頭首工から道 道 261 号の 仲の沢橋までの 延長 L＝ 6.2 ㎞の区 間  

 

（河 川工事の施行 により 設置される河 川管理 施設の機能の 概要）  

代表 地点における 計画高 水位及び川幅 等につ いては附図に 示す。  

 

（河 川工事の実施 に伴う 配慮事項）  

河川 工事の実施 にあたっ ては、現況河床や河 畔林の保全 及び施行 区間で

確認 されている動 植物、特 にサクラマス (ヤマ メ）の生息や生育環 境等に配

慮し 、良好な河川 環境の 保全に努める 。  
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第 ２ 節  河 川 維 持 の 目 的 、 種 類 及 び 施 行 の 場 所  

 

1 .河 川 維 持 の 目 的  

河 川 の 維 持 管 理 は 、地 域 の 特 性 を 踏 ま え つ つ 、洪 水 被 害 の 防 止 又 は

軽 減 、河 川 の 適 正 な 利 用 、流 水 の 正 常 な 機 能 の 維 持 、河 川 環 境 の 整 備

と 保 全 等 、 総 合 的 な 観 点 か ら 適 切 な 実 施 に 努 め る 。  

 

2 .河 川 維 持 の 種 類 及 び 施 行 の 場 所  

 

( 1 )河 川 の 巡 視 及 び 点 検  

平 常 時 は 定 期 的 に 河 川 巡 視 を 行 い 、河 川 管 理 施 設 の 状 況 、河 岸 や

河 道 内 の 状 況 等 を 把 握 す る 。  

出 水 時 は 降 雨 や 河 川 水 位 の 状 況 か ら 、河 川 管 理 施 設 の 状 況 や 異 常

の 発 生 の 有 無 を 把 握 す る た め 、 河 川 巡 視 を 行 う 。  

出 水 後 、 地 震 後 、 津 波 後 等 は 河 川 管 理 施 設 の 総 点 検 を 実 施 し 、 被

災 状 況 を 把 握 し 、 再 度 災 害 に 備 え る 。  

 

( 2 )河 川 管 理 施 設 の 維 持 管 理  

洪 水 等 に よ る 被 害 の 防 止 や 、河 川 が 適 切 に 利 用 さ れ 、流 水 の 正 常

な 機 能 と 河 川 環 境 が 維 持 さ れ る よ う 総 合 的 な 視 点 で 、人 口 減 少 下 に

お け る 社 会 情 勢 な ど も 踏 ま え 、 計 画 的 な 維 持 管 理 を 行 う 。  

 

1） 堤 防 の 維 持 管 理  

亀 裂 ・ 法 崩 れ 等 の 異 常 を 早 期 に 発 見 す る た め の 堤 防 除 草 を 必 要

に 応 じ て 実 施 す る 。 除 草 時 期 、 頻 度 は 堤 防 植 生 の 状 況 や 周 辺 の 環

境 を 考 慮 し て 適 正 に 実 施 す る 。  

ま た 、 河 川 巡 視 や 堤 防 点 検 、 水 防 活 動 に 支 障 を き た さ ぬ よ う 、

堤 防 天 端 の 補 修 等 を 実 施 す る 。  

な お 、 外 来 種 に つ い て は 、 適 切 に 処 理 し て 拡 散 防 止 に 努 め る 。  

 

2） 河 道 内 樹 木 の 管 理  

河 道 内 の 樹 木 は 、生 物 の 生 息・生 育 環 境 や 河 川 景 観 の 形 成 な ど 、

多 様 な 機 能 を 有 し て い る が 、 洪 水 時 に は 水 位 の 上 昇 や 流 木 の 発 生

等 の 原 因 と な る こ と も 懸 念 さ れ る 。  

こ の た め 、 河 道 内 樹 木 の 繁 茂 状 況 を 適 宜 把 握 す る と と も に 、 洪

水 の 安 全 な 流 下 に 支 障 と な ら な い よ う 環 境 に 配 慮 し な が ら 河 川 ご

と に 優 先 度 を 踏 ま え た 伐 採 な ど の 実 施 計 画 を 作 成 し 、 適 切 な 管 理

に 努 め る も の と す る 。 な お 、 伐 採 等 に あ た っ て は 、 樹 種 、 樹 高 な

ど の 多 様 性 、 生 物 の 生 息 ・ 生 育 環 境 を 考 慮 し た 連 続 性 、 生 態 系 の

地 域 性 な ど が 各 河 川 に よ り 異 な る こ と か ら 、 そ れ ら に 配 慮 し な が

ら 、 管 理 を 行 う も の と す る 。  



 

- 55 - 

 

ま た 、 伐 採 す る 際 に は 、 外 来 種 を 選 択 的 に 間 引 き す る こ と や そ

の 群 生 を 優 先 的 に 伐 採 す る な ど の 対 応 を 行 い 、 在 来 種 を 伐 採 す る

際 に は 外 来 種 が 侵 入 し な い よ う に 適 切 な 対 応 を 実 施 し 、 生 物 多 様

性 の 保 全 に 努 め る 。  

 

3） 河 道 の 維 持 管 理  

出 水 等 に よ り 土 砂 や 流 木 が 堆 積 し 、 洪 水 の 流 下 を 阻 害 し て い る

場 合 は 、 周 辺 の 河 川 環 境 に 配 慮 し つ つ 掘 削 等 の 適 切 な 処 置 を 行 う 。 

ま た 、 河 床 洗 掘 や 河 床 低 下 等 に よ り 既 設 護 岸 や 床 止 等 の 河 川 管

理 施 設 の 機 能 に 支 障 を 及 ぼ す よ う な 事 態 を 確 認 し た 場 合 は 適 切 な

対 策 を 行 う 。  

な お 、 魚 道 な ど 河 道 の 連 続 性 に つ い て 点 検 し 、 支 障 が あ る 場 合

は 適 切 な 処 理 を 行 う 。  

 

4） 河 川 管 理 施 設 の 維 持 管 理  

樋 門 ・ 樋 管 、 護 岸 等 の 河 川 管 理 構 造 物 に つ い て は 、 所 要 の 機 能

を 発 揮 で き る よ う に 定 期 的 に 点 検 ・ 整 備 を 実 施 し 、 必 要 に 応 じ て

補 修 や 更 新 な ど 適 切 な 維 持 管 理 を 実 施 す る 。  

 

5） 備 蓄 資 器 材  

備 蓄 資 器 材 は 、 災 害 発 生 時 に お け る 応 急 対 策 活 動 を 円 滑 に 実 施

す る た め 、 各 種 防 災 資 機 材 の 備 蓄 及 び 整 備 に 努 め る 。 ま た 、 定 期

的 に 備 蓄 資 器 材 の 点 検 や 保 管 状 況 を 把 握 す る と と も に 不 足 の 資 器

材 を 補 充 す る 。  
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第 ４ 章  河 川 情 報 の 提 供 、 地 域 や 関 係 機 関 と の 連 携 等 に

関 す る 事 項  

 

第 １ 節  河 川 に 関 わ る 調 査 等 の 推 進  

 

水 文 観 測 を 継 続 的 に 進 め る ほ か 、 下 流 か ら 上 流 ま で の 水 質 調 査

や 河 川 周 辺 の 生 態 系 調 査 デ ー タ の 収 集 に 努 め 、 必 要 に 応 じ て 河 川

改 修 後 の 動 植 物 の 生 息 や 生 育 環 境 へ の 影 響 に つ い て の 調 査 を 関 係

機 関 の 協 力 を 得 な が ら 進 め て い く 。  

ま た 、 気 候 変 動 に よ る 降 雨 量 の 増 加 な ど 水 害 リ ス ク の 変 化 を 踏

ま え 、 今 後 の 治 水 計 画 に 関 す る 調 査 ・ 検 討 を 行 う 。  

 

第 ２ 節  河 川 情 報 の 提 供 に 関 す る 事 項  

 

河 川 に 関 す る 情 報 を パ ン フ レ ッ ト や ホ ー ム ペ ー ジ 等 を 活 用 し て

提 供 す る と と も に 、 地 域 住 民 の 自 由 な 意 見 を 求 め る 。  

洪 水 に よ る 被 害 の 軽 減 を 図 る た め 、 近 傍 の 雨 量 や 水 位 情 報 を 収

集 し 、 関 係 機 関 に 提 供 す る こ と に よ り 、 水 防 活 動 等 の 支 援 を 迅 速

に 行 う 。  

ま た 、 計 画 規 模 や 現 況 流 下 能 力 を 越 え る 洪 水 に 対 し て 極 力 被 害

の 軽 減 を 図 る た め 、 関 係 機 関 と 連 携 を 図 り 、 ハ ザ ー ド マ ッ プ 作 成

の 支 援 等 を 行 う 。  

 

 

第 ３ 節  地 域 や 関 係 機 関 と の 連 携 等 に 関 す る 事 項  

 

流 域 住 民 に 親 し ま れ る 川 づ く り を 進 め る た め 、 ホ ー ム ペ ー ジ ・

パ ン フ レ ッ ト 配 布 等 に よ り 河 川 愛 護 に 関 わ る 取 り 組 み に 努 め る 。  

洪 水 の 発 生 や 異 常 渇 水 及 び 水 質 事 故 等 の 発 生 時 に は 、 関 係 機 関

と 連 携 し 、 適 切 な 管 理 に 努 め る 。  

「 減 災 対 策 協 議 会 」 に お い て 、 自 治 体 や 河 川 管 理 者 等 の 関 係 機

関 の 取 り 組 み を 共 有 す る な ど 連 携 を 強 化 し 、 防 災 ・ 減 災 対 策 を 推

進 す る 。  

ま た 、 近 年 、 頻 発 化 、 激 甚 化 す る 豪 雨 災 害 へ の 対 応 や 今 後 の 気

候 変 動 に よ る 水 災 害 リ ス ク の 増 大 に 備 え る た め 、 令 和  2  年 ( 2 0 2 0  

年 ) 8  月 に 常 呂 川 流 域 の あ ら ゆ る 関 係 者 で 構 成 す る 「 常 呂 川 流 域 治

水 協 議 会 」 を 設 立 し 、 河 川 整 備 の さ ら な る 推 進 に 加 え 、 森 林 整 備

や 下 水 道 雨 水 管 等 の 整 備 や 、 浸 水 対 策 を 考 え た ま ち づ く り 等 の 流

域 の あ ら ゆ る 関 係 者 に よ る 取 組 を 推 進 す る 。  
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「 常 呂 川 水 系 流 域 治 水 プ ロ ジ ェ ク ト 」 を 令 和 5 年 ( 2 0 2 3 年 ) 3 月

に 策 定 し た 。 引 き 続 き 、 実 施 主 体 に よ る 取 組 状 況 等 の 情 報 共 有 を

行 い 、 対 策 の 実 施 時 期 や 進 め 方 に つ い て 調 整 を 図 る な ど 定 期 的 に

プ ロ ジ ェ ク ト の 推 進 管 理 を 行 い な が ら 、 地 域 の 状 況 に 応 じ た 対 策

の 充 実 ・ 強 化 に 取 り 組 む 。  

 

 




